
令和元年「市民と議会のわがまちトーク」意見対応表 
【総務消防委員会】「自主防災力の向上について」 
№ 市民から出された意見 対     応 

1 

 地域で指定している市指定避難所以外の公

民館などへの備蓄品などの支援をしてほし

い。 

 市に対し、市指定避難所以外の公民館等における備蓄品の現状を確

認し、必要な措置を検討するよう提言しました。 

2 
 自主防災会の活動には予算が必要であるた

め、自主防災会へ予算を付けてほしい。 

 市に対し、自主防災組織に求められる支援に係る必要性を確認し、

必要な方策を検討するよう提言しました。 

3 
 危機管理室主導による危機意識と防災活動

の教育がまだ不足している。 

 市に対し、自助・共助・公助の考え方や自主防災組織の意義などに

関する周知・啓発を更に積極的に実施するよう提言しました。 

 また、議会としても、地域住民の意識高揚を促し、理解を深める機

会の創出に努めます。 

4 
 自主防災会と消防団の活動の限界を町内会

等に周知する必要がある。 

 市に対し、自助・共助・公助の考え方や自主防災組織の意義などに

関する周知・啓発を更に積極的に実施するよう提言しました。 

 また、議会としても、地域住民の意識高揚を促し、理解を深める機

会の創出に努めます。 

5 
 女性消防団員が必要な場合が増えており、

女性消防団員の増加に取り組んでほしい。 

 市に対し、活躍が期待され、必要とされる女性消防団員の確保に積

極的に取り組むよう提言しました。 

6  防災士資格取得への援助がほしい。 
 市に対し、防災士資格の取得に対する支援について検討するよう提

言しました。 

7 
 自主防災の話について積極的に地域へ出か

けて行ってほしい。 

 市に対し、自助・共助・公助の考え方や自主防災組織の意義などに

関する周知・啓発を更に積極的に実施するよう提言しました。 

 また、議会としても、地域住民の意識高揚を促し、理解を深める機

会の創出に努めます。 



8 
 資機材、保管場所など地域に必要な支援を

してほしい。 

 市に対し、自主防災組織に求められる支援に係る必要性を確認し、

必要な方策を検討するよう提言しました。 

9 
 情報伝達がしっかりできるようにしてほし

い。 

 市に対し、伝達方法の調査研究を続けるとともに、「情報弱者に対す

るサポート体制」の確立と啓発に更に取り組むよう提言しました。 

10 
 河川の浚渫などを早くしっかりやってほし

い。 

 現状では、市の河川や水路への土砂の堆積に対しては、一定の基準

に該当する場合に浚渫しており、国や府においても順次状況に応じて

対応されておりますが、御要望は市にお伝えしました。 

11 

 （議会に対して）自治会も自主防災組織も

消防団も高齢化で地域を守ることが困難、一

度調べてもらって対策を考えてほしい。 

 市に対し、自主防災の担い手を確保するため、その重要性の周知に

更に取り組むよう提言しました。 

また、議会としても、地域住民の自主防災組織や消防団に対する理

解を深める取組を通じて、担い手の確保につながるよう努めます。 

12 

 行政からの情報伝達の在り方を工夫してほ

しい。（巡回車や防災無線では確達できていな

い。） 

 市に対し、伝達方法の調査研究を続けるとともに、情報弱者に対す

るサポート体制の確立に向けた啓発に更に取り組むよう提言しまし

た。 

13 
 市指定の避難所の備蓄品などの整備、介護

人材を充実してほしい。 

 市に対し、自主防災組織に求められる支援に係る必要性を確認し、

必要な方策を検討するよう提言しました。 

14  自主防災組織への指導をお願いしたい。 
 市に対し、自主防災組織に求められる支援に係る必要性を確認し、

必要な方策を検討するよう提言しました。 

15 
 集会所など避難所の備品を整備してほし

い。 

 市に対し、市指定避難所以外の公民館等における備蓄品の現状を確

認し、必要な措置を検討するよう提言しました。 

16  榎川の改修をしてほしい。 

現状では、榎川の修繕工事を平成２７年度と２８年度に実施してお

り、今後も状況を確認し、必要であれば、同種事業との調整を行い、

優先順位を見極めた上で実施していく予定とされておりますが、いた

だいた御意見は市にお伝えしました。 



17  自主防災組織への支援をお願いしたい。 
 市に対し、自主防災組織に求められる支援に係る必要性を確認し、

必要な方策を検討するよう提言しました。 

18  避難道は２本必要ではないか。 

避難道が 1 本しかなく、災害時に孤立する可能性のある地域として

は、市内３２地区あります。避難道が２本あることが望ましいと考え

ますが、財政面や用地権利、地勢等の観点から多くの課題があるとは

存じますが、御意見として市にお伝えしました。 

19 
 町内会長には、個人情報の開示は必要では

ないか。 

個人情報を集収目的以外に利用することは原則として禁じられてい

る中、現在提供している避難行動要支援者名簿以外の情報提供を求め

る御意見があることについて、市にお伝えしました。 

20  広報の充実をお願いしたい。 

 市に対し、伝達方法の調査研究を続けるとともに、情報弱者に対す

るサポート体制の確立に向けた啓発に更に取り組むよう提言しまし

た。 

21 

 地域の災害について、研修会を開催すると

ともに、災害時、避難に対する意識付けを行

政としても徹底してほしい。 

 市に対し、自助・共助・公助の考え方や自主防災組織の意義などに

関する周知・啓発を更に積極的に実施するよう提言しました。 

 また、議会としても、地域住民の意識高揚を促し、理解を深める機

会の創出に努めます。 

22 

 地域避難所に最低限備えるべき防災グッズ

のリスト作成及び備品の資金を一部援助して

ほしい。（基本は各自治会） 

 市に対し、市指定避難所以外の公民館等における備蓄品の現状を確

認し、必要な措置を検討するよう提言しました。 

  

23 

 災害時、飲料水の確保のため、井戸水の活

用を検討してほしい。（公助による給水を待ち

きれない。） 

災害時に飲料水として使用するためには関係機関等との間で種々の

調整を要する等課題も多くありますが、いただいた御意見は市にお伝

えしました。 

24 
 災害時、ため池が決壊する恐れがあり、た

め池の縮小などを検討してほしい。 

ため池については、定期的な点検が行われているほか、受益者のな

くなった農業用ため池の廃止も予定され、対応されているところです

が、御要望は市にお伝えしました。 

 



25 

自主資機材の整備の支援をしてほしい。 

 （３か月分の真水、非常用糧食（乾パン等）、

毛布など当面用意しておかなければならない

もの） 

 市に対し、市指定避難所以外の公民館等における備蓄品の現状を確

認し、必要な措置を検討するよう提言しました。 

 また、自主防災組織に求められる支援を把握し、必要な措置を検討

するよう提言しました。 

26 

 防災について意識を高める必要があること

から、その意識改革のための教育を自治会単

位で実施してほしい。 

 市に対し、自助・共助・公助の考え方や自主防災組織の意義などに

関する周知・啓発を更に積極的に実施するよう提言しました。 

 また、議会としても、地域住民の意識高揚を促し、理解を深める機

会の創出に努めます。 

 



 
令和元年「市民と議会のわがまちトーク」意見対応表 

【産業建設委員会】「東西市街地の浸水対策」 
№ 市民から出された意見 対     応 

1 

今回初めて排水ポンプ場を整備していただ

けるので、増水時での運用等についてしっか

り検証することが大切である。 

 西地区の排水ポンプ場設置に向けた準備が進められている中、逆流

防止弁については、今年度現在の１０箇所に加えて、新たに４箇所を

設置するための測量設計を実施中であります。排水ポンプ場設置後の

運用における検証は当然に必要なことでありますことから、御意見は

市にお伝えしました。 

 また、議会としても、設置後の運用効果について住民の声を聞き取

り、その確認に努めます。 

2 

津波対策としては、ふだんから３階以上の

高所避難を、高潮対策としては、宅地嵩上げ

しかないので、官民連携が必要である。 

 市民の皆さんに命を守るための避難場所の周知を図っていくことは

重要なことと認識しております。 

市に対し、宅地嵩上げ助成の対象エリアを拡大し、東地区の高潮等

による浸水地域の助成を検討するよう提言しました。 

3 指定避難所の見直しが急務である。 

 舞鶴市地域防災計画では、自主避難所、拠点避難所の５４箇所のう

ち、1 階又は２階部分まで浸水する想定のある避難所は２７箇所あると

されており、その見直しと合わせて地形上適切な避難所の選定が困難

な地域への対応も大変重要な課題となります。いただいた御意見は市

にお伝えしました。 

4 
災害対策として必要なことを、住民が要望

し続けることが大事ではないか。 

 議会として、災害対策に係る住民の皆さんの意見を聞く機会を設け

ることに努めます。 

5 溝掃除は災害防止につながる。 

 市に対し、市道・里道に係る道路側溝のうち、地元での清掃が困難

なものについては、必要な支援を実施するよう提言しました。 

 

6 
低地は、公共工事による開発と防災意識を

持つ。 

 海抜の低い地域に対する公共工事は計画的に実施されております。

その上で、近年大きな災害が多発していることから、これまで以上に

市民の防災意識を高める必要があると議会としても考えていることか

ら、いただいた御意見は市にお伝えしました。 



7 
メンタル面で支え合うために共感力を育て

る。 
  

近年大きな災害が多発していることから、日頃から防災・減災に関

する知識を身につけておくことは、大変重要です。昨年の７月豪雨災

害の際にも、市内高校生が大人に交じってボランティアとして大変活

躍しておりました。議会としても市民の中からこのような動きが広が

ることを期待しているところであり、御意見は市にお伝えしました。 

8 
被害に遭った友達の家にボランティアへ出

掛け、体験を共有する。 

9 減災に向け、日頃から自然について学ぶ。 

10 
土砂災害警戒区域を優先に防災減災等公共

工事への税金投入をしてほしい。 

 土砂災害等警戒地域への防災減災対策については、優先度を勘案し

ながら既に実施しておりますが、御意見があることについて市にお伝

えしました。 

 

11 
安全な避難所の確保と避難所の見直しをし

てほしい。 

舞鶴市地域防災計画では、自主避難所、拠点避難所の５４箇所のう

ち、1 階又は２階部分まで浸水する想定のある避難所は２７箇所あると

されており、その見直しと合わせて地形上適切な避難所の選定が困難

な地域への対応も大変重要な課題となります。いただいた御意見は市

にお伝えしました。 

 

12 
子供たちを中心に安全な避難路の確保と避

難体験を行う。 

 地域において子供たちが避難体験などを通じて、災害に対する対応

力を養うことは大切なことであるため、いただいた御意見は市にお伝

えしました。 

13 
各家庭への防災無線の設置とＦＭまいづる

を活用してはどうか。 

 各家庭への防災無線の設置については、財政面や配備後のメンテナ

ンス等に課題があるとされております。このような中、ＦＭまいづる

その他の媒体で実施されている災害情報の提供をはじめとして、一層

の情報発信の充実が必要であり、いただいた御意見は市にお伝えしま

した。 

 

14 排水ポンプとゲートを設置してほしい。 

 東地区の排水ポンプ場及び逆流防止弁の設置については、地域住民

の意見を聞きながら京都府と連携して検討される予定とされておりま

す。 

御意見を市にお伝えするとともに、議会としても、東地区の浸水対

策について住民の声を聞き取ることに努め、市へお知らせします。 



15 段ボールと土のうの支援をしてほしい。 

 市に対し、浸水被害に対して有効な配布資材を研究し、その配布を

検討するよう提言しました。 

 また、議会としても、浸水被害時に有効な防災資機材についての調

査に努め、その結果を市へ伝達します。 

16 
ＩＣＴの活用による情報の入手と避難マニ

ュアルを見直してほしい。 

まいづるメール配信サービスやフェイスブックなど多様な手段によ

る防災情報の伝達を行っており、避難に関する計画を含めた地域防災

計画の見直しが進められているところであります。御意見については

市にお伝えしました。 

17 
公共施設をつくる場合は、浸水しない所に

建てるなどしてほしい。 

 今後の公共施設の建設地選定においては、災害時の浸水の危険性に

ついてこれまで以上に重視し、検討を行っていただきたいことから、

いただいた御意見は市にお伝えしました。 

18 
ハード対策は、計画を立てて一つずつ着実

に行う。 

浸水対策については、計画に基づき着実に実行していただくことが

大切でありますことから、いただいた御意見は市にお伝えしました。 

19 ０ｍポンプ導入の研究をする。 

市に対し、浸水被害に対して有効な新しい機器を研究し、その導入

について検討するよう提言しました。 

また、議会としても、浸水被害時に有効な防災資機材についての調

査に努め、その結果を市へ伝達します。 

20 避難場所の周知を徹底する。 

 市民に対し、避難場所、避難経路の周知を図っていただくことは大

切なことであります。更に徹底してほしいとの御意見は市にお伝えし

ました。 

21 
災害後の汚泥の処理を行政で実施していた

だき、消毒してもらう。 

 汚泥処理を速やかに実施できるよう、国・府・市の連携体制を強化

いただくことは大切でありますことから、いただいた御意見は市にお

伝えしました。 

22 
有事の際に近隣の消防団と連携できるよう

手立てをお願いしたい。 

 有事の際は、消防団が組織的に救助に当たれるようにすること、市

民の皆さんに頼れる消防団の存在を日頃から PR していくことが重要で

ありますことから、いただいた御意見は市にお伝えしました。 

  

 



令和元年「市民と議会のわがまちトーク」意見対応表 
【福祉健康委員会】「障がい者支援について」 
№ 市民から出された意見 対     応 

1 職員募集条件（年齢など）を緩和してほしい。 
 市に対し、手話通訳が可能な人材の確保及び養成に努めるよう提言

しました。 

2 
公共施設で人が集まるところは、磁気ループ

を設置する。 

 市に対し、補聴援助システム用機器の窓口への設置や貸し出しなど、

難聴者への臨機応変な対応方法を検討するよう提言しました。 

3 
市主催の行事には、必ず要約筆記者や手話通

訳者をつける。 

 現状では、市実施の人権講演会等には、要約筆記者を必須で配置し、

希望により手話通訳者を配置しており、庁内各課主管の会議等で聴覚

障がい者が出席する際には、手話通訳者や要約筆記者の配置や磁気ル

ープを設置しておりますが、御意見は市にお伝えしました。 

また、議会としても、難聴者、聴覚障害者に対して議会開催時に手

話通訳者や要約筆記者の派遣が可能であることの周知に努めます。 
10 

要約筆記者や手話通訳者の必要性を十分に理

解することが第一であると考える。 

4 
要約筆記を知ってもらうために、ゆるキャラ

を作成し、市民に知っていただく。 

 現状では、身近な支援を行う団体がふさわしいと思う策（ロゴマー

ク作成等）を講じる中で、支援が必要な場合は、市、議会に対して依

頼してもらうのがよいと考えるため、御意見は市にお伝えしました。 

5 
（議会に対して）市や府の補助の現状を知っ

て、政策提言をしてほしい。 

 議会としては、補聴器、人工内耳については、全国統一の公的支援

制度の構築により平等に支援されるのがよいと考えるため、人工内耳

及び補聴器に関する意見書の提出を目指します。 

6 障がい者への市独自の制度を設けてほしい。 

 障がい者からの要望事項をより詳細に整理・検討した上で施策を行

うことが必要であり、御意見は市にお伝えしました。 

 また、議会としても、各団体、個人の要望を聞き取り、集約してい

く中で要望事項をとりまとめるよう努めます。 



7 
医療的ケア児に対する支援会議を開催してほ

しい。 

 現状では、市において、医療的ケア児への対応を検討し、取組を進

めつつある状況であるため、御意見は市にお伝えしました。 

また、議会としても、市の対応を今後注視する中で、要望・提言が

必要であると判断した場合には対応に努めます。 

8 
障がい者の立場で物事を見られるようにす

る。 
 現状では、市において障害者施策推進協議会等を行い、市民、職員、

障がい者が意見交換、交流を通じての情報交換や障がい者福祉につい

ての理解を広める活動を実施しており、御意見は市にお伝えしました。 

 また、議会としても、障がいについての講習会や会合等への参加に

より、障がい者に寄り添い、意見収集に努めます。 

15 
市民と障がい者、家族との意見交換の機会を

増やす。 

22 

市民と行政と障がい者が一体となって 「して

ほしい」から「一緒につくり上げる」という

意識改革を進める。 

9 
補聴器、人工内耳の補助に対しては、予算の

確保を考慮してほしい。 

 議会として、補聴器、人工内耳については、全国統一の公的支援制

度の構築により平等に支援されるのがよいと考えるため、人工内耳及

び補聴器に関する意見書の提出を目指します。 

11 障がい者に優しいまちづくりが求められる。 

 現状では、市としてはユニバーサルデザインに取り組んでおり、御

意見は市にお伝えしました。 

また、議会としても、地域に根付いた活動を行い、障がい者に優し

いまちづくりにつながるよう努めます。 

12 就労場所の確保や整備をお願いしたい。 
 市に対し、障がい者の就労場所の確保、就労定着支援のため、障害

者しごとサポートセンター事業の啓発及び推進により一層取り組むよ

う提言しました。 

また、議会としても、地域に根付いた活動を行い、地域住民に対し

市の取組内容をお伝えするとともに、地域住民の意見収集に努めます。 
14 

就労利用者の賃金の確保などをお願いした

い。 



13 移動支援の利用条件を見直してほしい。  現状では、屋外での移動が一人では困難な人に対する「移動支援事

業」や視覚障がいにより移動が著しく困難を有する人に対する「同行

援護給付」など、必要な施策を講じていると考えております。 

いただいた御意見は市にお伝えしました。 29 介護タクシーの利用条件を見直してほしい。 

16 
子供の頃から障がいを持っておられる方と一

緒に過ごす時間を増やす。 
現状では、未就学児、小中学校の生徒が、障がいのある方と交流し、

ふれあう機会を設けているところであります。 

いただいた御意見は市にお伝えするとともに、議会としても、障が

いに対する理解を深めるため、人権講演会等へ積極的に参加するよう

努めます。 

21 
障がいについての周知の徹底をお願いした

い。 

23 小学校から障がい者教育を進める。 

26 
子供たちへの福祉学習、学校との連携強化を

お願いしたい。 

17 
地域の中で暮らすために、障がいを隠さない

など家族の意識改革が必要である。 

 現状では、府・市の各行政機関の連携により、障がいのある方の状

況等の把握をしております。 

いただいた御意見は市にお伝えするとともに、議会としても、府市

連携の動向を注視しつつ、地域住民の状況把握に努めます。 

18 
地域で集える集会所のバリアフリー化や通訳

者の活用をお願いしたい。 

市に対し、市内行事や会合等において、手話通訳者及び要約筆記者

の派遣が可能であることの周知により一層取り組むよう提言しまし

た。 

また、議会としても、難聴者、聴覚障害者に対して社会活動時に手

話通訳者や要約筆記者の派遣が可能であることの周知に努めます。 

19 
支援する障がいに関して専門性の高いスタッ

フの育成をお願いしたい。 

事業所内研修の実施に当たっては、事業所間での共同実施や相互の

講師派遣等、臨機応変に対応されるなど、事業所間連携を図られるこ

とが有効と思われます。 

いただいた御意見は市にお伝えするとともに、議会としても、障が

いについての講習会や会合等への参加により、障がい者及び事業所に

寄り添い、意見収集に努めます。 

30 
支援員の育成や情報共有の強化をお願いした

い。 



20 車椅子で通える道路を整備してほしい。 今回の御要望は、個別案件として市にお伝えしました。 

24 
聴覚障がい者のために、災害時に役立つ電光

掲示板を作成し、設置してほしい。 

現状では、災害時には、まいづるメール配信メールにより在宅でリ

アルタイムに、かつ、安全に情報収集ができております。 

いただいたご要望は市にお伝えするとともに、議会としても、災害

情報の把握及び提供に努め、その結果を市へ伝達します。 

25 

昨年、手話を言語として普及する条例が議決

され前進したが、より充実させてほしい。 

 （１１９スマホを取り入れたり、通訳者の手

当や人数を増やすなど） 

 現状では、本市では府内２番目に導入したＮＥＴ１１９により聴覚

障害者及び難聴者の緊急時への対応が可能となっているとともに、議

会においては難聴者の議会活動傍聴時の議会負担に取り組むなど、一

定の進歩が見られている状況でありますが、御意見は市にお伝えしま

した。 

27 
障がいの条例に関するパンフレットを作成

してほしい。 

現状では、府及び市において障がい支援に関するパンフレットを作

成・配付されております。 

いただいた御意見は市にお伝えするとともに、議会としても、障が

い支援に関する資料が必要な方に対して情報提供に努めます。 

28 介護職員の待遇改善をお願いしたい。 

 現状では、市において事業所の賃金決定に関する権限がありません

が、御意見は市にお伝えしました。 

 また、議会としても、講習会や会合等への参加により、障がい者及

び事業所に寄り添い、意見収集に努めます。 

31 
支援学校と市や福祉施設、医療の連携を図

り、障がい者の自立支援を進めてはどうか。 

 市に対し、よりよい障がい者支援を実施できるよう、市が主体とな

り、更なる関係機関が連携強化に努めるよう提言しました。 

 



令和元年「市民と議会のわがまちトーク」意見対応表 
【市民文教委員会】「これからの自治会活動とは？」 
№ 市民から出された意見 対     応 

1 
各地域アイデア、成功などを紹介する仕組

みづくりを行政サイドに要望する。 

市に対し、自治会間の情報共有による活動の活性化のため、まちづく

り、地域づくり、人づくり等について各自治会のアイデア・取り組み事

例を「広報まいづる」や「市ホームページ」で紹介する新たな仕組みづ

くりを検討するよう提言しました。 

 

なお、議会としても、議員が把握した地域における参考事例があれば、

積極的に情報提供に努めていきます。 

2 
事務員を共同で雇うなど、事務作業の軽減

を考えてはどうか。 

3 役員が喜べるような活動にしていく。 

4 子どもの郷土愛が育める活動をする。 

5 近隣自治会と提携して、行事や活動を行う。 

6 

若い人のなり手問題に関しては、舞鶴を離

れても帰ってこられるように、仕事の確保、

若者に対する政策の充実を図る。 

 

 

市に対し、若者の自治会役員のなり手問題に関連して、若者が舞鶴を

離れても帰ってこられるように、仕事の確保、若者に対する政策の充実

について、より一層の取組を進めるよう提言しました。 

 

 



7 

仕事をしながら自治会長を受けられている

方は、 市役所が空いている時間に行かなけれ

ばならないため、有給休暇をとってまで出向

かれていることから、仕事に支障がないよう

に負担を軽減するなど、改善の必要があると

考える。 
 

市に対し、自治会役員への負担軽減のため、市からの依頼による事務

について、自治会役員の負担を可能な限り軽減できるよう、その内容に

ついて精査し、工夫していただくよう提言しました。 8 
本当に必要な自治会活動の内容について精

査する。 

9 

行政に対しては、ごみの分別収集の見直し

など新たな取り組みに対しては、丁寧かつ迅

速な対応や説明を求める。 

10 

地域の中で頑張る人、リーダーシップをと

れる人材を見つけ、しっかり育成することが

必要である。 
市に対し、自治会役員が安心して積極的に活動できるよう、自治会を

サポートする制度や相談窓口について積極的に周知を図るとともに、個

別の相談に応じていく中で、更に地域のリーダーが育ちやすい環境づく

りの支援に努めるよう提言しました。 
11 行政の人的な支援がもっとほしい。 

12 

自治会は難しいイメージがあるため、好き

なことをやってもらい自治会へ引き込むこと

が必要であるとともに、役員報酬についても

上げるべきである。 

市に対し、より安心、安全で住みやすい地域社会としていくため、住

民自らがコミュニティの活性化や新たなコミュニティの形成を模索す

る活動など、積極的な取り組みを行う場合において、既存事業の活用の

拡大や予算措置など、更なる充実を検討するよう提言しました。 

13 
自治会への補助金の在り方について要望が

ある。 



14 

役員のなり手に関しては、定年制や年齢に

条件を設けることで、同じ人が何度も役員を

せず、若い人にもやってもらえるようになる

のではないかという意見が出た。しかしなが

ら、年齢を問わず人口が減少している状況下

で、隣接する自治会同士の合併や広域連携を

図る組織に移行することも視野に入れた方が

よい。 

議会としては、今後、先進地視察を含めて調査研究を委員会で行って

いくこととします。 

 


